










































































































































































































記事掲載日数・件数 「精神鑑定」 「精神疾患」 「精神障害者」
6 15日間44件 1件 0件 0件
7 6日間9件 2件 O件 0件
8 0日間0件 0件 0件 0件
9 0日間0件 0件 0件 0件
10 2日間4件 0件 1件 0件
11 0日間0件 0件 0件 0件







































































記事掲載日数・件数 「精神鑑定」 「精神疾患」 「精神障害者」
6 14日間37件 0件 0件 0件
7 1日間1件 1件 1件 0件
8 0日間0件 O件 0件 0件
9 0日間0件 0件 0件 0件
10 2日間5件 1件 1件 0件
11 0日間0件 0件 0件 0件












































































? 記事掲載日数・件数 「精神鑑定」 「精神疾患」 「精神障害者」
6 16日間50件 1件 0件 0件
7 2日間6件 1件 0件 0件
8 0日間0件 0件 0件 0件
9 0日間0件 0件 0件 0件
10 1日間2件 1件 1件 0件
11 0日間0件 0件 0件 0件



















































































































































































































































































































































報道テレビ局 日本 TBS フジ 朝日 東京
ニュース件数
三当碓
6件 7件 5件 6件
1日の合計件数 45件
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精神看護学学習前の看護学生が精神障害者像を抱くきっかけ（原因）となった事象
　しかし、情報をリアルタイムに得られることはテ
レビの長所とも言えるが、繰り返し流される凄惨で
生々しい映像や、現場に居合わせた目撃者からの衝
撃的な状況等の告白は、視聴者の恐怖心をあおるも
のでもあろう。さらに特集タイトルには使用されて
いなくても、緒言にも述べた精神科既往歴等の精神
疾患との関連が精神鑑定の実施とともに報道されれば、
常識を逸脱した殺害方法や凄惨で生々しい映像等に
よる負の相乗効果とあいまって、精神障害者に対す
る負のイメージ形成につながるとも考えられる。
　さらにテレビが新聞記事と大きく異なるのは、視
聴者との間に必ず人を介していることであろう。毎
日の定刻ニュース番組においてはアナウンサーが、
新聞記事と同じように明らかになった事実をそのま
ま視聴者に伝えるであろうが、特集番組ではどうで
あろうか。特集番組を進行する司会者が、有識者と
いわれる論者数人と明らかになった情報をもとに議
論している映像を見ることが多々ある。
　燕原は「高等学校教科書における精神障害者の記
述」の中で、「しかし教科書は授業を行うにあたっ
ての教材にすぎず、授業を行う教員の精神的疾患や
精神障害者に対する理解や考え方、価値観によって
生徒に伝える内容が大きく変化するものと考える。
教員が精神的疾患や精神障害者への差別や偏見に対
し改善の必要を考えているならば、生徒にも熱心に
伝えようとするであろうし、また教員自身に差別や
偏見があるならば、その思いは生徒に伝わってしま
うであろう。　（中略）これら大人から受けた精神障
害者に対する偏見を含めた負の感情が、高等学校ま
での生活の中で、生徒に培われた価値観として根差
しているものと考える。そう考えるならば、精神障
害者に対する負の感情は教科書の文字によるもので
はなく、大人や社会から子供へと伝わる負の連鎖で
あろう。」と述べている9）。
　この内容をテレビに置き換えるならば、その時の
司会者や論者の考えには、日頃からの精神疾患や精
神障害者に対するとらえ方、価値観が大きく関与し
ていると推測できる。事件情報を伝えると同時に、
情報を伝える側である人の日頃からの精神障害者に
対するとらえ方や価値観が言葉等を介して伝えられ、
情報の受け手である視聴者に影響を及ぼしていると
も考えられる。特に社会体験に乏しい当時の看護学
生は、若さゆえに良いことであれ悪いことであれ、
伝えられた内容を自らの考えの中に取り込むことが
できる柔軟性をもっている。
　いまだ残っている精神疾患や精神障害者に対する
偏見は、次世代を担う学生たちによって受け継がれ
ている負の連鎖であろう。そう考えるならば、看護
学生がもつ精神障害者に対する負のイメージは、過
多ともいえるテレビ報道件数とその時に映し出され
る様々な視聴覚を刺激する報道内容、さらには情報
を伝える人を介しての考えや価値観等の伝播から歪
んで形成される可能性が高いと言えるのではないだ
ろうか。
vn．結語
　2004年に厚生労働省が出した精神的健康に関する
普及啓発活動「こころのバリアフリー宣言～精神疾
患を正しく理解し、新しい一歩を踏み出すための指
針」からもうすぐ10年が経とうとしている。今回、
看護学生の精神障害者に対する負のイメージの一因
である、社会的事件を報じるマスメディアに焦点を
あてて調査した。負のイメージ形成は、新聞記事よ
りもテレビの影響が大きいという現状を考えるならば、
精神障害者に対する大人が持つ考えや価値観等から
くる負の連鎖とも考えられる。長年にわたって培わ
れてきた精神障害者に対する国民全体の意識改革が、
早急に必要であろう。そして何より、この研究をも
とにマスメディアからの影響が把握できたため、精
神障害者に対する負のイメージ払拭ができる授業内
容を検討していきたいと考える。
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　　　Factors　that　the　nursing　student　before　studying　Psychiatric　nursing
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hold　the　image　of　mentally　disabled
－ Through　the　analysis　of　the　mass　media　that　report　on　the　social　events一
．4bstraet
【Purpose　of　the　Study】The　factor　that　the　nursing　students　hold　negative　images　to　the
mentally　disabled　is　clarified　by　the　analysis　of　the　mass　media　that　report　on　the　social
events．
【Method　of　the　Study】The　articles　published　in　the　nationwide　morning　papers　about
”Akihabara　indiscrimination　bloodshed　matter”were　collected　and　counted．　And　the　contents
described　in　the　newspaper　articles　were　examined．　In　addition，　six　TV　program　columns　in
the　nationwide　morning　papers　about　l’Akihabara　indiscrimination　bloodshed　matter”in　a
day　were　counted　and　examined．
【Results】In　the　newspaper　publishing　article，　it　was　only　one　that　the　related　terminology
of　the　mental　disorder　was　published　in　June．　It　was　described　that　the　presence　of“mental
disorder”was　related　to　the　judgment　of　the　criminal　responsibility　by　llpsychiatric
examination”．　And　the　te㎜”mentally－disabled　person”was　not　described．　In　the　television
feature　titles，　the　te㎜”mental　disorder”and”mentally－disabled　person”was　not　used，　and
the　titles　were　related　to　the　cla面ed　infomation．
　　【Conclusions】In　the　newspaper　publishing　articles　and　the　television　feature　titles，　the
contents　to　hold　the　negative　image　of　the　mentally－disabled　person　to　nursing　students　were
not　described．　However，　there　is　a　possibility　that　the　negative　image　to　the　mentally－
disabled　person　is　formed　depending　on　the　1arge　numbers　of　the　reports　in　the　television，
stimulation　to　the　audiovisual，　and　spread　on　the　values　through　the　person．
κのノ照ords：　social　matters，　mass　media，　mentally－disabled　person，　mental　disorder，
negat1Ve　lmage
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